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コロナ禍で集まることができない今、応援の気持ちを

届けようとワカナ企画を実施しました。

　ゴールドラッシュ企画

とうもろこし（ゴールドラッシュ）を東京オリンピッ

ク2020にちなんで、町民へ2020本無料配布しました。

ゴールドラッシュを食べながら、ナガマツペアの応援

を呼びかけました

　ハッシュタグ企画＃がんばれワカナ

芽室町公式インスタグラムにて永原選手の恩師や親友

からのメッセージを投稿。さらには、＃がんばれワカ

ナをつけた応援も多数投稿されました。

　応援うちわ＆ポスター

応援うちわは、町内の小・中・高校生、幼稚園保育所

の児童のみなさん全員に配布し、また、公共施設等で

も配布を行い、多くの町民の皆様の手に渡りました。

ポスターは商店街や公共施設などで掲示いただきまし

た。

「叶えたい夢を

　　　一つ持つこと

　 夢を持つことで

　　　目標が明確になる」

今から３か月前、日本が熱気と感動に包まれた東京オリ

ンピック2020大会に、芽室町出身の永原和可那選手が
バドミントン女子ダブルス日本代表として出場し、ベス

ト８に入りました。決勝トーナメントまで駒を進めまし

たが、準決勝で惜しくも敗退してしまいました。しか

し、間違いなく私たちに感動と元気を与えてくれまし

た。

８月13日（金）芽室町総合体育館にて、帰町報告会＆バ
ドミントンクリニックが開催され、小中学生の選手や町

民など約130人が参加しました。報告会での対談では、
ゲストとして2010年の冬季オリンピックでスピードス
ケート日本代表の土井慎悟（どい しんご）さんにも登
壇いただき、オリンピックの雰囲気や様子など臨場感あ

ふれるアスリートトークで盛り上がりました。小中学生

からはたくさんの質問が寄せられ、オリンピアンの言葉

に皆真剣に聞き入っていました。

感動をありがとう、永原選手
東京オリンピック2020大会

※イベント等は、新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで開催されました。

左から、FMJAGAのMC栗山昌宏さん、手島町長、永原
選手、土井慎悟さん

小中学生へ指導する永原選手

応援ポスター　　　　　　　応援うちわ　　　　　　　　　　　　　　　　　

永原 和可那

ま ち 丸 ご と 野 マ ド シ テ ィ

１０月１４日（木）～１６日（土）の３日間

芽室町を舞台とした野マドワーケーション体

験プログラムを開催しました。都市圏を中心

とした企業や行政の方約２０名の方に来町い

ただき、「野マド」を体験していただきまし

た。１５日には新嵐山スカイパークでワーク
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ノマド（nomado）とは、英語で「遊牧民」を意味し、様々な場所で
仕事をする新しいライフスタイルが定着しています。

これに芽室町の魅力の１つである「野」を掛け合わせてできた造語が

「野マド」です。

ショップ「野マドサミット」を開催。町内農業

者も参加し、芽室町を働く場、住む場としてと

らえた場合の魅力や課題について、意見を交わ

し合いました。まさに「人と人がつながり」、

「そこから生まれるまちの課題解決と可能性の

最大化提案」を体感できた３日間でした。



東京芽室会

あなた

創立62年６月

のふるさと会おしえて

ふるさと会の生の声を聴いてみた！

札幌芽室ふる里会 創立62年６月

ふるさとを想うきもち・・・



町内で開かれたイベント「ちいさ

な森のマルシェ」にて、岐阜コー

ラや五平餅といった揖斐川町の特

産品を販売しました。

北海道にはあまりなじみのない

五平餅や薬草茶が大人気。

揖斐川町の文化、食に触れてもら

い、揖斐川町と芽室町が友好都市

であるということを多くの人に知

ってもらうよい機会となりまし

た。今後は芽室町で揖斐川町の特

産品が買えるストアの常設化を目

指します！

友好都市提携

職員相互派遣
揖斐川町と芽室町では、以前から

職員の相互派遣交流が行われてい

ました。

一昨年からリスタートし、今年で

３年目となります。

相互の人事交流により、どんどん

関係人口が増え、今後さらに両町

の交流が加速していくことが期待

されます。

オンライン交流会
芽室・揖斐川、両町の役場職員が

各自のPCやスマホを使用し、オン
ライン上で顔を合わせての交流を

実施しました。

人の交流はもちろん、事前に両町

の特産品をお取り寄せし、食の交

流を実現！画面越しではあります

が、文化の違いや気候の違いな

ど、大盛り上がり！

両町の魅力を再認識する場となり

ました。まさに、今だからこそで

きる交流の仕方に、新たな可能性

を感じました。

特産品販売

海を越えて繋がる。

岐阜県揖斐川町と北海道芽室町が友好都市提携を結んでいること、ご存

知でしたか？約1,000ｋｍも離れた町同士がなぜ友好都市提携を結んだ 

のか？そのつながりは、古く北海道開拓の時代にさかのぼります。

十勝には、岐阜県から多くの方が、入植されました。

平成12年に「岐阜県人会」が設立され、交流をより推進するために平 

成18年５月27日友好都市提携を結びました。
揖斐川町は、十勝の大地を拓いた、私たちの祖先のふるさとのひとつな

のです。

その繋がりが、今さらなる繋がりを生み出そうとしています。

１５周年


 


IBIGAWA ✖  MEMURO

11月20日（土）芽室町内にあるtou/tell（トウテル）というオーガニックスト
アで、岐阜県揖斐川町のぎふコーラ・薬草茶・三年番茶を販売するドリンク

スタンドが実現しました。揖斐川町より、*ぎふコーラと*キッチンマルコの
メンバーも駆けつけ、直接芽室町民に商品や活動について、アピールしまし

た。

普段なかなか触れることがない揖斐川町の文化に触れ、tou/tellさんに訪れた
方からは「こんなに素敵な文化があることを知らなかった」「揖斐川町に行

ってみたくなった」といった声が寄せられました。

両町の友好都市間の交流が行政から民間、そして町民の方への広がりを感じ

ることができました。

*ぎふコーラ　　・・・1991年岐阜県生まれの3人が ゼロから作り出す新感覚ドリンク。岐阜の
　　　　　　　　　　  宝・ 文化・特産を煮詰め込んだクラフトコーラ
*キッチンマルコ・・・岐阜県揖斐川町にあるカフェ～五感で楽しむ伊吹薬草～をコンセプト　　
　　　　　　　　　　  に、伊吹山麓エリアで採れた薬草（和ハーブ）やお野菜を使った身体に
　　　　　　　　　  　やさしいお料理や飲み物がいただけます。

新たな交流の実現
：揖斐川オーガニックスタンド

ぎふコーラを
通じて地域文化を
継承したい

岐阜県では、古来より薬草を煎じて

飲むことで自分たちの健康を守って

きた文化があり、各家庭でブレンド

した“百草茶”として普段から飲まれ
ていました。しかし、現代では日常

生活で口にすることは減り、山へ入

ることも少なく、薬草文化に触れる

機会はほとんどなくなりました。

「薬草を再び身近なものにしていき

たい」その想いからぎふコーラのプ

ロジェクトが始まったわけです。

ー揖斐川コーラではなく、

　　　　　ぎふコーラにしたわけー

ぎふコーラを介して、ぎふ全体を１

つにしていきたいと考える私たち。

初回は西濃エリアに注目して、伊吹

山の薬草クラフトコーラを製造しま

した。岐阜といっても大きく5つに
わけられ、飛騨・中濃・東濃・岐

阜・西濃と各地で特徴が異なりま

す。それぞれのエリアとコラボして

作っていくことで、大きな【ぎふコ

ーラ】へと成長していきたいと考え

ています。

薬草を摘む
薬草茶がお客様の手元に届くまでに

は長い期間がかかっています。薬草

の収穫、乾燥などはすべて手作業で

行います。薬草のある山間までは片

道40分もかかります。丁寧な作業に
より完成する薬草茶は多くの町民に

愛され、地域外からのリピーターも

多数いらっしゃいます。今回のオー

ガニックスタンドでは、その薬草の

収穫を体験してもらえるよう、自分

で薬草をブレンドするオリジナル百

草茶づくりを考案しました。薬草を

摘むという文化がない北海道ではと

ても新鮮で、お子様から大人まで楽

しんでいただくことができました。

＠揖斐川町地域おこし協力隊　泉野かおりさん

＠キッチンマルコ店長　四井智教さん
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谷汲山華厳寺

創立は平安初期の798年。願いが
叶う「満願霊場」として愛され

る名刹です。

1300年以上の歴史を誇る「西国
三十三所観音巡礼」が日本遺産

登録されました。華厳時はその

最終の三十三番目のお寺です。

参道の桜や、紅葉の美しさも格

別。

さざれ石

岐阜県の天然記念物に指定され、

国家「君が代」の発祥の地とも

いわれています。

この石が天与の自然石であり、

日本を象徴する存在として国歌

に詠まれています。

揖斐川町から芽室町へ贈呈いただ

いたさざれ石は現在、町長室に飾

られています。

夜叉ヶ池

標高約1100mの山頂にある、古
来より枯れたことがなく、その

メカニズムも解明されていない

と伝えられている神秘的な池

「夜叉ヶ池(やしゃがいけ)」。
雨乞いの願いを叶えた龍が、長

者の娘・夜叉姫を妻として連れ

去り、姫自身も龍になってしま

ったという「夜叉ヶ池伝説」が

残ることで名高いです。

揖斐川ってこんなところ

岐阜県揖斐郡揖斐川町はもともと
１町５村だったものが平成17年に合併して

今の“揖斐川町”となりました。
豊かな自然と美しい川など自然豊かで
お米やお茶、山菜の産地として名高く、
最近では薬草で創るクラフトコーラ
「ぎふコーラ」も人気を誇ります。

日本のほぼど真ん中に位置しており
面積は803 .4㎢（県内４番目）

そのうち91 .1％が森林
人口20 ,054人（R3 .11現在）

ふるさと会の皆さま、こんにちは！

今年度より岐阜県揖斐川町から芽室町へ派遣となっています、高田ありさです。

岐阜県揖斐川町生まれ揖斐川町育ち、一度大学進学で町外へ出ましたが、故郷への

想いから揖斐川町へ戻ってきました。

北海道に来てからは、周りの景色文化、食べ物のおいしさ、揖斐川町との違いに驚く毎日

を送っています。揖斐川町は川がきれいでお米や日本酒の産地として知られています。こ

ちらにはない田園風景が広がり、見慣れたなんてことない風景も揖斐川町の財産なのだと

気が付きました。素敵なところがいっぱいの揖斐川町へぜひお越しください！

L E G E N DS O U V E N I RH I S T O R Y



芽室町 ふるさと納税

編集後記

東京と札幌の２つのふるさと会について、インタビューさせていただ

きました。昔の芽室町について伺うのはやっぱり面白い。勉強になり

ます。そういえば、わたしも幼い頃、地域で開かれた相撲大会に出場

したことあったなぁ・・思い出しました。懐かしい。小学校のグラン

ドには土俵もありました。今の子たちはやってないのかな・・
真田

芽室町役場魅力創造課魅力創造係TEL:0155-62-9736/FAX:0155-62-4599

「自分を育んでくれた”ふるさと”に自分の意思で
いくらかでも納税できる制度があってもよいのではないか」

そんな問題提起から始まったふるさと納税制度

芽室町では、いただいた寄附へ感謝の気持ちを込めて特産品を

お送りしています。農業王国ならではの旬の農産物や新しい芽室

町の味覚をお楽しみください。

新たな特産品もぞくぞく登場！！

めむろピーナッツ めむろワイナリー
Tシャツ・マスク 醸造ワイン

小久保の
ジンギスカン

0155-62-9736
へお問合せください！

NEW NEW

魅力創造課

収穫量日本一
とうもろこし


